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一
組
の
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太
執
行
役
員
土
木
事
業

質
疑
応
答
で
は
男
子
学
生
が
多
一
部
長
は
、
小
栗
現
場
代
理
人
が
従

い
環
境
だ
け
に
、
「
女
性
と
の
出
一
事
す
る
工
事
を
対
象
と
し
、
開
催

会
い
は
あ
り
ま
す
か
」
と
の
質
問
一
に
向
け
発
注
者
と
す
り
合
わ
せ
し

が
挙
が
り
、
頭
川
監
理
技
術
者
は
一
て
き
た
。
立
川
工
事
部
長
を
合
め
、

「
良
い
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、
お
一

3
人
と
も
同
校
の
O
Bで
あ
る
。

の
ず
と
女
性
が
付
い
て
く
る
」
と
一
南
所
長
は
「
安
全
性
の
向
上
、

自
身
の
経
験
を
披
露
し
た
。
一
省
力
化
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
に

今
回
の
取
り
組
み
は
、
就
職
を
一
業
界
を
挙
げ
て
尽
力
し
て
い
る
。

控
え
た
学
生
に
現
場
の
雰
囲
気
を
一
そ
れ
が
次
代
を
担
う
若
手
に
少
し

知
っ
て
も
ら
お
う
と
同
校
の
校
長
一
で
も
伝
わ
れ
ば
」
と
話
し
て
い

が
企
画
。
依
頼
を
受
け
た
加
賀
田
一
る
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

【建設ICT】

1 .日経 2.朝日
4.読売 5.岐阜
7.産経 8.静岡
10.中部経済 11.建通
O.建設通信 14信濃毎日
16.建設工業
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